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〔巻頭〕 旅に出るたびに思うこと
日本の経済力が世界のトップレ'ベJレに立っていて， ド
ルの蓄積も有数だということはきいていたが，去年の 
10月ハンガリー薬理学会に招かれた機会にヨーロッパ
を訪ねてみると，なるほどそのことは無理もないだろう
ことはわたくしのように経済にはうといものにも十分感
じとられた。
オランダのフィリップスといえば世界になりひびいて
いるエレクトロニクスのメーカーだから，お隣りのベル
ギーのブリュッセ Jレの中心街にその名のビ、jレをつくって
威容を示していても不思議ではないのだが，そのおひざ
もとに近いアントワープの脳研究所を訪ねたときに，そ
この研究者たちがいっせいに日本の電子顕微鏡や写真
機，測定機械の優秀性をお世辞ぬきで称えていた。
たまたま同行したメキシコの臨床薬理学者は自分は国
では日本の MAZDAを使っていますよというし，車で
田舎道を走れば MAZDA，TOYOTAのガソリンスタ
ンドにお目にかかるのもそんなに珍らしいことではない
という有様であった。
わたくしたちには日本の品物といえばいまだにともす
れば組悪品というイメージがあるのだが，こんにちのヨ
ーロッパでは写真機，望遠鏡，時計その他の精密機械の
優秀品は日本のものであるというように国際的な信用も
高まっているのである。
こうしてみれば，いちばん身近かな自分の身のまわり
を考えてみても，日本人の生活も，日本の大学も，少く
も経済的には日本より困難な立場にあるヨーロッパの諸
国よりよほどレベルが高くなっていてもよいはずなのだ
が， どっこいそうはいっていないというのがおかしなこ
とである。
社会福祉の施設にしても，都会の周辺に建てられたか
なり豪華な高層建築が低額所得者のためのものだときく
につけ，日本の住宅事情はちかごろかなりよくなったと
いつでもあまりきわだった進歩は示していないようだ
い大学，研究所にいたってはあいかわらず研究費の少
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なさや設備の貧弱さを嘆いている有様である。コンピュ
ータ一時代にふさわしい設備をしようとしても，せいぜ
い一部のお見本程度のものができればよいほうで，大部
分はそれもできずにいるのである。
大学病院の新営計画にしてもそれが実現されるのには 
5・6年，工事にとりかかって 3・4年という有様だか
ら，その時新しかったはずの新計画や設備もすぐに時代
おくれになってしまうというわけである。
ことしの夏は国際薬理学会でサンフランシスコに行っ
たが，彼地が昼も夜も涼しく，東京やその周辺が連日光
化学スモッグなどに悩まされているというのに，空は:庶
んで星が美しく輝やいていた。
そういえばいまから十数年前にここの大学を訪れたと
き，薬理学教室では巨額の費用を投じて大気に関する研
究をしていると聞かされた。その当時はあさはかにもそ
の研究の真の目的が十分にはわからなかったのだが，い
まから考えてみると，そのころからの公害の研究がこん
にちサンフランシスコからよごれた空気を追い出すこと
に成功したので、あろう。
ちかごろは治安が悪くて物騒なアメリカだが，帰路に
立ち寄ったロスアンヅェ Jレスのカリフォノレニア大学 
(UCLA)の構内はさすがに静まりかえっていた。ここ
の医学部の図書館では，数階にわたり専門別に分けられ
た書庫と，その各階ごとに展開する閲覧室との関係のス
ムーズさと規模の大きさをみて， 本学のように 20年越
しにできた待望の図書館に肝心の書庫ができるのはいつ
のことかというのと比べてみると羨ましいかぎりであっ
た。
どこの国でもすべてがうまくいっているとはいえない
ことはわかっているのだが，それにしてもわざわざ外国
に出るたびに思うことが，わが国の富の配分の不均等に
たいする不平不満から政治の貧困を嘆いているのはまこ
とに情けないことである。
